
審査対象事業一覧（産業建設分科会）

No 重点 事　　業　　名
決算額
（千円）

款 項 目 担当課 資料ページ

28 農業次世代人材投資事業 6,000 6 1 3 272 ～ 275 農林水産課 74～75

29 多面的機能推進事業 43,584 6 1 4 274 ～ 279 農林水産課 76～79

30 有害鳥獣捕獲奨励事業 1,701 6 2 2 280 ～ 283 農林水産課 80～81

31 地方バス路線維持対策事業 137,564 7 1 1 288 ～ 291 商工労働課 82～82

32 駅舎バリアフリー化整備事業 28,698 7 1 1 288 ～ 291 商工労働課 83～83

33 地域公共交通計画策定事業 9,171 7 1 1 288 ～ 291 商工労働課 84～88

34 通学路安全対策事業 49,404 8 2 4 304 ～ 307 土木課 89～91

35 道路施設等点検事業 4,683 8 2 4 304 ～ 307 土木課 92～93

36 ハザードマップ整備事業 6,899 8 3 1 306 ～ 309 土木課 94～96

37 スマイル スマイルエイジングパーク事業 13,133 8 5 2 314 ～ 317 都市計画課 97～100

38 本山岬公園（くぐり岩）整備事業 9,696 8 5 2 314 ～ 317 都市計画課 101～102

決算書
ページ
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本人 家族 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

就農４年目 就農５年目

❹前期･後期分 ❺前期･後期分

1,500,000円 1,500,000円

就農３年目 就農４年目 就農５年目

❺前期･後期分 ❺前期･後期分 ❺前期･後期分

1,500,000円 2,062,500円 2,250,000円

就農２年目 就農３年目 就農４年目 就農５年目

❷前期･後期分 ❸前期･後期分 ❹前期･後期分 ❺前期･後期分

1,420,931円 1,500,000円 1,500,000円 1,500,000円

就農２年目 就農３年目 就農４年目

❷前期･後期分 ❸前期･後期分 ❹前期･後期分

1,420,931円 1,500,000円 1,500,000円

就農１年目 就農２年目 就農３年目 就農４年目 就農５年目

❶前期･後期分 ❷前期･後期分 ❸前期･後期分 ❹前期･後期分 ❺前期･後期分

1,500,000円 1,500,000円 1,500,000円 1,500,000円 779,962円

就農１年目 就農２年目 就農３年目 就農４年目・就農５年目 就農５年目

❶前期･後期分 ❷前期･後期分 ❸前期･後期分 ❹前･後期分❺前期分 ❺後期分

2,250,000円 2,250,000円 2,250,000円 3,375,000円 1,125,000円

就農１年目 就農１年目・就農２年目 就農２年目・就農３年目 就農３年目・就農４年目 就農４年目・就農５年目

❶後期分 ❶前期分･❷後期分 ❷前期分･❸後期分 ❸前期分･❹後期分 ❹前期分❺後･前期分

1,125,000円 2,250,000円 2,250,000円 2,250,000円 3,375,000円

就農１年目 就農２年目 就農３年目 就農４年目 就農５年目 就農５年目

❶前･後期分 ❷前･後期分 ❸前期分 ❸後期分・❹前期分 ❹後期分・❺前期分 ❺後期分

1,500,000円 1,500,000円 750,000円 1,350,000円 1,200,000円 600,000円

7,341,862円 11,437,500円 11,250,000円 7,500,000円 7,904,962円 6,000,000円 750,000円 1,350,000円 1,200,000円 600,000円

-

- - -

-

-

5 ○ - --

-

-

- -

- -

R3 R4

-平成29年4月

合　計

8 ○ - 令和4年1月 - - - -

6 ○ ○ 平成29年12月

7 ○ ○ 平成30年4月

R8R5

令和５年度　農業次世代人材投資資金対象者

経営開始型 年　度

番号
名前

就農年月日
H29 H30

H31
R1

R6 R7

1

2

3

4

R2

○ -

○ -

平成26年4月

平成27年4月

平成28年4月

平成28年4月

○ -

○ ○ - - - -

- - - - - - - -

- -

- -

-

離農

-

- - - - - -

- - -
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R4年度　事務事業評価シート

2 13 6

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

多面的機能支払制度補助金 40,084千円 多面的機能支払制度補助金

45,878千円

100.0%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

農林水産課 耕地係 事務事業番号 213060302

事業区分

政策的

スマイルエイジング

多面的機能支払制度補助金 43,201千円 補助金 58,830千円

171千円 消耗品費 156千円

95千円

42,132千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

燃料費 95千円 燃料費 95千円 燃料費 80千円 燃料費

消耗品費 156千円 消耗品費 156千円 消耗品費

132千円 システム利用料 132千円

小項目（基本事業）

市民生活・地域づくり・環境・防災 自然環境の保全・循環型社会の形成 森林・里山環境の保全

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 前年度に比べ、補助金（長寿命化）の内示額が減少してきている。

農地の維持管理、農業施設の老朽化に伴う修繕に対応し成果が出ている。また、後潟地区の保全会が解散して
いたが再度、この事業が必要と感じ、保全会を立上げる計画になっている。

前年度に比べ、活動組織による保全管理（田・畑）は維持している。しかしながら、農業従事者の高齢化や農業
振興地域除外等により、面積の減少が懸念されるため、活動組織の農地拡充や新規地区で事業参加を推進し
ていく。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

59,213千円

一般財源 10,022千円 10,534千円 10,802千円 14,708千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

システム利用料

農地環境保全事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 多面的機能推進事業

事
業
概
要

担い手に集中している水路農道等の維持管理、補修を地域全体で実施する
ことにより、担い手の負担を軽減し、耕作放棄地の発生を防止する。また、農
業用施設の更新を行うことで作業環境を改善する。平成２９年度に３組織が
一つに広域合併し、平成３０年度末で１組織が活動を終了した。活動農用地
面積を維持していくことが目標となる。

地域環境を守るための活動組織

農用地、水路、農道等の維持管理活動に対し
交付金を交付する。

地域環境を守るための意識の高揚、耕作放棄
地の解消、担い手への農地集積

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

59,213千円40,335千円 42,383千円 43,584千円

県支出金 3/4,10/10 30,313千円 3/4,10/10 31,849千円 3/4,10/10 32,782千円 3/4,10/10 44,505千円

国庫支出金

地方債

40,335千円 42,383千円 43,584千円

0.40人 2,294千円

総経費 43,235千円 45,275千円

人工数 人件費 0.50人 2,900千円 0.50人 2,892千円

18 18 18

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 取組活動組織数 活動

19

18 18 18

100.0% 100.0%

608 607 600 682

100.0% 100.0% 100.0%

608 607 600

29

3 長寿命化活動農用地面積(ha) 活動

420

100.0% 100.0% 100.0%

641477

361 420 477

361

2 農地維持・共同活動農用地面積(ha) 活動

76
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Ü
1:15,000
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Ü
1:20,000
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R4年度　事務事業評価シート

4 24 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

30

3 駆除数（ヌートリア） 成果

-

- - 96.0%

30頭25頭

14頭 10頭 24頭

-

2 駆除数（シカ） 成果

10頭 10頭 10頭 40頭

850.0% 280.0% 240.0%

85頭 28頭 24頭

380頭 380頭 350頭

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 駆除数（イノシシ） 成果

700頭

392頭 617頭 380頭

103.2% 108.6%

0.10人 573千円

総経費 2,399千円 2,897千円

人工数 人件費 0.07人 406千円 0.05人 289千円

地方債

1,993千円 2,608千円 1,701千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

5

支出内訳

3,112千円1,993千円 2,608千円 1,701千円

事
業
概
要

農林水産物等への被害軽減を目的に有害鳥獣の捕獲を奨励するため、山
陽小野田市有害鳥獣対策協議会を事業実施主体とし、有害鳥獣を山陽小
野田市内で適法に捕獲し、その確認資料を提出した者に対し補助金を交付
する。
また、令和４年度から近年増加しているヌートリアについても対象とし、被害防
止に努める。

有害鳥獣対策協議会

補助金の交付（イノシシ4,000円/頭・シカ5,000
円/頭・サル13,000円/匹・ヌートリア2,000円/
匹）

有害鳥獣の捕獲を奨励し、農林水産物への被
害を軽減させる。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 経常・臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

有害鳥獣対策事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 有害鳥獣捕獲奨励事業

3,112千円

一般財源 1,993千円 2,608千円 1,701千円 3,112千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

概ね目標頭数は駆除でき、農林水産物への被害も一定の効果を上げることができた。

目標頭数以上に駆除できてはいるが年々減少傾向にある。生息頭数の減少も考えられるが、市街地での目撃情
報が多くなっているため、捕獲体制の強化を図る必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

捕獲奨励事業補助金 1,993千円 捕獲奨励事業補助金 2,608千円 捕獲奨励事業補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

農林水産課 農林係 事務事業番号 224020502

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,701千円 捕獲奨励事業補助金 3,112千円

重点プロジェクト

2,274千円

162.4%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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R4年度　事務事業評価シート

3 19 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

32

3

2 エレベーター設置等（在来線厚狭駅） 活動

実施設計、工事 工事 工事

100.0％ 100.0％

実施設計、工事 工事

実施設計 工事

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 エレベーター設置等（新幹線厚狭駅） 活動 事業着手 工事

-

0.05人 287千円

総経費 348千円 39,939千円

人工数 人件費 0.06人 348千円 0.06人 347千円

地方債

39,592千円 28,698千円

県支出金 点状ブロック等事業費の1/6 9,142千円

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

132,613千円

整備事業補助金 57,431千円

（新幹線②） 18,623千円

整備事業補助金（繰越） 73,108千円

39,592千円 28,698千円

事
業
概
要

バリアフリー法の整備目標（１日の利用者数3000人以上の鉄道駅）を踏まえ、
JR厚狭駅にエレベーター等を設置するバリアフリー化工事を行う。（国1/3、
地方1/3、JR1/3）
【R４事業内容】
在来線：内方線付き点状ブロック設置、二段手摺・多機能トイレ整備等

JR西日本

エレベーター等バリアフリー施設の整備に対
する補助金の支出

交通移動の円滑化

事業期間 R2 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

（在来線①）

地域交通推進事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

3 駅舎バリアフリー化整備事業

132,613千円

一般財源 28,698千円 132,613千円

その他 新幹線厚狭駅整備基金 30,450千円

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

厚狭駅在来線において、EVの設置を推進するとともに、内方線付き点状ブロックや二段手摺、多機能トイレ等を
整備するなど、市民の公共交通利便性の向上へ大きく貢献した。

今後、EV設置（全４基）を中心として関連工事が順調に進むよう、所要の経費について助成を行うとともに、多機
能トイレの維持管理を行う。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

整備事業補助金 整備事業補助金 光熱水費

交通施設バリアフリー化 交通施設バリアフリー化

28,698千円 下水道使用料 96千円

小項目（基本事業）

都市基盤 道路・交通網及び港湾施設の充実 持続可能な地域公共交通網の形成

整備事業補助金

商工労働課 公共交通対策室 事務事業番号 219020103

事業区分

政策的

交通施設バリアフリー化

スマイルエイジング

交通施設バリアフリー化

清掃委託料 1,426千円

552千円

20,969千円

重点プロジェクト

交通施設バリアフリー化

（新幹線①）

28,985千円

100.0％

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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R4年度　事務事業評価シート

3 19 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

10,318千円

財
源
内
訳
/
割
合

完了年度 R4

商工労働課 公共交通対策室 事務事業番号 219020116

事業区分

政策的

スマイルエイジング

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

会議負担金 9,153千円

地域公共交通

18千円

小項目（基本事業）

都市基盤 道路・交通網及び港湾施設の充実 持続可能な地域公共交通網の形成

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項
商工費雑入1,250千円は、地域公共交通計画策定に係る国庫補助金相当分（国から地域公共交通会議に交付
されたため、同額を地域公共交通会議から市へ納付（雑入として受け入れ））

交通コンサルに委託して市民アンケートや市内バス路線OD調査、交通事業者へのヒアリング等を行うとともに、
地域公共交通会議を計５回開催し、対応方針及び具体的な対応策について審議を行った。パブリックコメントの
実施を経て、令和５年３月に、本市公共交通の新たなマスタープランである「山陽小野田市地域公共交通計画」
を策定した。

令和４年度事業完了

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

完了

一般財源 7,921千円

その他 商工費雑入

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

報償金

地域交通推進事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

16 地域公共交通計画策定事業

事
業
概
要

　令和２年の地域公共交通活性化再生法の改正により、従来の「地域公共交
通網形成計画」に代わる、新たな公共交通のマスタープランとして「地域公共
交通計画」の策定が努力義務化された。
　これを踏まえ、まちづくりに寄与する持続可能な地域公共交通を形成する
ため、地域公共交通の今後のあり方を明らかにし、その実現に向けた方策を
示した「山陽小野田市地域公共交通計画」を策定するもの。
　計画策定の主体は、市地域公共交通会議（法定協議会）となるため、同会
議に負担金を支出する。

山陽小野田市地域公共交通会議

負担金の交付（地域公共交通計画の策定）

持続可能な旅客運送サービスの提供の確保
（輸送資源の総動員による移動手段の確保、
既存の公共交通サービスの改善の徹底）

事業期間 R4 R9以降 予算種別 新規

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

9,171千円

県支出金

国庫支出金

1,250千円

地方債

9,171千円

0.20人 1,147千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

策定

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 計画の策定 活動 策定

100.0％

33

3

2
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R4年度　事務事業評価シート

2 10 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

34

3

2

45 236 128

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 路側帯等整備延長（ｍ） 活動

整備延長

45 236 128

100.0% 100.0%

0.60人 3,440千円

総経費 20,633千円 48,373千円

人工数 人件費 0.58人 3,363千円 0.55人 3,181千円

地方債 90% 6,600千円

9,474千円 55/100 24,630千円 55/100

17,270千円 45,192千円 49,219千円

27,500千円

県支出金

国庫支出金 55/100 26,863千円 55/100

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

4

支出内訳

53,000千円

工事請負費 （単独） 3,000千円

17,270千円 45,192千円 49,219千円

事
業
概
要

通学路の中には交通量が多く、歩道が設置されていない市道や、歩道が狭
い市道があるため、道路管理者と学校・保護者・警察等が連携して安全対策
を行う。
歩道の設置されていない等の危険箇所について、路側帯の整備や歩道の拡
幅を行い通学路の安全向上を図る。

自転車、歩行者（児童・生徒）

路側帯及び、歩道、車道の整備
（路肩の拡幅、歩道の設置、カラー舗装化、歩
道整備、側溝の蓋かけ）

通学路の安全環境向上

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

工事請負費(繰)

8,549千円

通学路安全対策事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 通学路安全対策事業

53,000千円

一般財源 1,196千円 2,562千円

19,400千円

2,956千円

90% 18,000千円 90%

5,300千円

その他

90% 20,200千円

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項
R4対策実施路線 ： 東下津野中線、片山梅田線
繰越：令和４年度→令和５年度 23,217,000円（工事請負費）

通学路交通安全プログラムに基づき要対策箇所の歩道や路側帯の整備を実施している。

今後も引続き、要対策箇所の整備を効果的に推進し、通学路の交通安全向上を図る。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

工事請負費 6,056千円 工事請負費(現) 17,900千円 用地購入費 1,332千円 工事請負費

調査設計委託料 1,980千円 調査設計委託料(現) 2,239千円 工事請負費(現)

27,868千円 用地購入費 9,500千円

小項目（基本事業）

市民生活・地域づくり・環境・防災 防犯・交通安全・空家等・消費者保護対策の推進 交通安全環境の整備

工事請負費(繰)

土木課 道路整備係 事務事業番号 210020401

事業区分

政策的

スマイルエイジング

調査設計委託料(繰) 6,258千円 補償金 5,000千円

13,761千円 調査設計委託料 15,000千円

20,500千円

16,504千円

重点プロジェクト

補償金 調査設計委託料(繰)

用地購入費 3,962千円 用地購入費

工事請負費（繰） 5,272千円

52,659千円

100.0%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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R4年度　事務事業評価シート

3 19 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

35

3 道路空洞調査 成果

2 個別施設計画策定 成果

舗装

27.5

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 舗装点検実施延長（ｋｍ） 成果

点検延長

27.5

100.0%

0.06人 344千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

地方債

1/2

4,683千円

6,500千円

県支出金

国庫支出金 2,338千円 1/2

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

4

支出内訳

13,000千円4,683千円

事
業
概
要

道路施設の劣化、変状が起因となる事故は、人命に関わる重大事故につな
がる危険性があるため、施設の健全性を診断する。

市道

道路施設の点検、個別施設計画策定

交通環境の確保

事業期間 R4 R9以降 予算種別 新規 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

市道施設点検事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 道路施設等点検事業

13,000千円

一般財源 2,345千円 6,500千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

国からの交付金内示が要望額を下回ったため、活動指標を個別施設計画策定としていたが、舗装点検の実施延
長として対象路線の舗装点検を実施した。R5年度は、引続き残りの舗装点検を実施し、それらの成果を反映した
個別施設計画の策定を行う。

R5年度に実施予定としていた道路空洞調査は、舗装点検実施後を予定しているためR6年度の実施を予定して
いる。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

調査設計委託料

小項目（基本事業）

都市基盤 道路・交通網及び港湾施設の充実 道路網の整備

土木課 道路整備係 事務事業番号 219010401

事業区分

施設維持
管理

スマイルエイジング

4,683千円 調査設計委託料 13,000千円

重点プロジェクト

5,027千円

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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R4年度　事務事業評価シート

2 9 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

6,488千円

100.0%

財
源
内
訳
/
割
合

完了年度 R4

土木課 河川港湾係 事務事業番号 209020301

事業区分

義務的

653千円

スマイルエイジング

委託料(港湾局) 3,169千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

印刷製本費 486千円 委託料(水国保全局) 1,070千円

ハザードマップ作成委託料 8,092千円 ハザードマップ作成委託料 5,170千円 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成

小項目（基本事業）

市民生活・地域づくり・環境・防災 防災体制の充実 地域防災力の向上

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項
令和2年度：有帆川洪水ハザードマップ
令和3年度：厚狭川洪水ハザードマップ（厚狭川）
令和4年度：高潮ハザードマップ（沿岸全域）

高潮ハザードマップを作成し、市内全戸配布及び要配慮者利用施設や小中学校、防災関連機関に配布するこ
とで、情報の啓発に努めることが出来た。
ハザードマップ整備事業としては、各ハザードマップに対して最新の浸水想定区域を反映したものに更新したこ
とで、被害を最小限にとどめることができる情報を住民等に提供することが出来た。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

完了

一般財源 4,047千円 2,828千円 2,557千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成

防災知識普及啓発事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 ハザードマップ整備事業

事
業
概
要

平成27年5月の水防法改正により、国、県又は市町村は想定し得る最大規模
の降雨・潮位に対応した浸水想定を実施し、市町村はこれに応じた避難方法
等を住民等に適切に周知するためのハザードマップを作成することが必要に
なった。
このことから、県は洪水・高潮浸水想定区域の見直しを行っており、市は、こ
の結果を踏まえて、被害予測、浸水範囲及び避難方法等に係る情報を住民
に提供し、被害を最小限にとどめることを目的として、洪水（有帆川、厚狭
川）・高潮ハザードマップの更新を行う。

関係自治会住民

ハザードマップの作成及び配布

被害予測、浸水範囲及び避難方法等に係る
情報を住民に提供し、被害を最小限にとどめ
る

事業期間 R2 R4 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

印刷製本費(水国保全局) 220千円

支出内訳

印刷製本費(港湾局)

8,092千円 5,656千円 5,112千円

県支出金

国庫支出金 1/2 2,555千円

地方債

4,045千円 1/2 2,828千円 1/2

8,092千円 5,656千円 5,112千円

0.24人 1,376千円

総経費 9,136千円 6,639千円

人工数 人件費 0.18人 1,044千円 0.17人 983千円

1件 1件 1件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 ハザードマップ作成・印刷製本 活動 1件 1件 1件

100.0% 100.0%

36

3

2

94



R4年度　事務事業評価シート

2 9 3

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,959千円

財
源
内
訳
/
割
合

完了年度 R4

農林水産課 耕地係 事務事業番号 209030202

事業区分

政策的

168千円

スマイルエイジング

委託料（水産庁） 812千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

委託料（農村振興局） 669千円

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成

小項目（基本事業）

市民生活・地域づくり・環境・防災 防災体制の充実 市域の保全

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 令和4年度：高潮ハザードマップ（沿岸全域）

高潮ハザードマップを作成し、市内全戸配布及び要配慮者利用施設や小中学校、防災関連機関に配布するこ
とで、情報の啓発に努めることが出来た。
ハザードマップ整備事業としては、各ハザードマップに対して最新の浸水想定区域を反映したものに更新したこ
とで、被害を最小限にとどめることができる情報を住民等に提供することが出来た。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

完了

一般財源 894千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成

海岸保全対策整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 ハザードマップ整備事業

事
業
概
要

平成27年5月の水防法改正により、国、県又は市町村は想定し得る最大規模
の降雨・潮位に対応した浸水想定を実施し、市町村これに応じた避難方法等
を住民等に適切に周知するためのハザードマップを作成することが必要に
なった。
このことから、県は洪水・高潮浸水想定区域の見直しを行っており、市はこの
結果を踏まえて、被害想定・浸水範囲及び避難方法等に係る情報を住民に
提供し、被害を最小限にとどめることを目的として、高潮ハザードマップの更
新を行う。

関係自治会住民

ハザードマップの作成及び配布

被害予測、浸水範囲及び避難方法等に係る
情報を住民に提供し、被害を最小限にとどめ
る。

事業期間 R4 R4 予算種別 新規

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

印刷製本費（農村振興局） 138千円

支出内訳

印刷製本費（水産庁）

1,787千円

県支出金

国庫支出金 893千円

地方債

1/2

1,787千円

0.03人 172千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

1件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 ハザードマップ作成・印刷製本 活動 1件

100.0%

36

3

2
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（土木課・農林水産課）  

ハザードマップ整備事業  概要資料

【概要】  

平成 27 年 5 月の水防法改正により県が見直しした洪水および高潮浸水

想定区域に基づき、洪水（有帆川、厚狭川）および高潮のハザードマップを

更新し、住民に対し被害予測、浸水範囲及び避難方法等に係る情報を提供

し、啓発することを目的とする。  

【更新状況】  

令和２年度・・・有帆川洪水ハザードマップ  

令和３年度・・・厚狭川洪水ハザードマップ  

令和４年度・・・高潮ハザードマップ（沿岸全域）  

【令和４年度事業について】  

 令和４年５月に県が指定した高潮浸水想定区域に基づき、市内沿岸部全

域における高潮ハザードマップを更新した。  

（想定する台風）  

 最悪の事態を想定し、既往最大規模の台風を基本とし、潮位偏差が最大

となるよう複数の台風経路を想定したもの。  

・中心気圧：９１０hPa（室戸台風）

・最大風速半径：７５km（伊勢湾台風）

・移動速度：７３km/h（伊勢湾台風）

（事業費）  

作成業務委託・・・５，７２０千円  

 印刷・・・１，１７９千円  

（印刷部数）  

３地区に分割し作成  

小野田地区・・・１０，７００部  

厚狭川・有帆川地区・・・１５，３５０部  

埴生地区・・・３，０００部  

（配布先）  

３３９の全自治会に対し全戸配布（令和５年４月１日号市報と同時配布） 

要配慮者利用施設  

該当校区内の小・中学校、地域交流センター  

消防・警察等防災関係機関  

その他関係者  
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R4年度　事務事業評価シート

3 17 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

交流

重点プロジェクト

（園路改修） 厚狭川河畔

工事請負費 4,879千円 工事請負費

運動

工事請負費 7,449千円

16,462千円

50.0%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

都市計画課 都市整備係 事務事業番号 217010208

事業区分

政策的

3,651千円

スマイルエイジング

厚狭川河畔

5,817千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

（健康遊具設置） （健康遊具設置） 計画策定委託料 9,482千円

須恵健康公園 江汐公園 糸根公園

小項目（基本事業）

都市基盤 公園・緑地の整備・保全 都市公園の整備と管理

寝太郎公園ゆめ広場

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項
令和4年度に策定した糸根公園整備基本計画に基づき、地元との合意形成を図りながら事業を進める。
※１　ゆめはな開花プロジェクト推進事業補助金　※２内訳：ふるさと支援基金（4,650千円）・市町村振興協会助
成金（867千円）　※３内訳：まちづくり魅力基金（5,688千円）・市町村振興協会助成金（948千円）

令和4年度は糸根公園整備事業のスタートとして基本計画を作成した。運動習慣のきっかけづくりとなるような健
康遊具、園路や運動施設の整備を盛り込んだ計画となっている。

R6年度に向けて、次の段階となる設計業務に円滑に着手するために、関係部署及び関係機関等との協議打合
せを抜けのないように実施し、手戻り等のないように事業を推進する。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源 1,949千円 3,651千円

その他 寄付金 まちづくり魅力基金 4,879千円 ※２ 5,517千円 ※３

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

（健康遊具設置） （健康遊具設置）

繰越明許

都市公園施設整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

8 スマイルエイジングパーク事業

事
業
概
要

健康寿命の延伸を目指す、スマイルエイジング事業の一環として、市内4か
所の都市公園等で、ウォーキングコースの園路改修や健康遊具の設置をす
すめ、市民の運動習慣のきっかけづくりのための環境整備を行う。
令和2年度は、須恵健康公園において、健康遊具７基を設置した。
令和3年度は、江汐公園、厚狭川河畔寝太郎公園ゆめ広場（令和４年度へ
繰越）の整備を実施した。
令和4年度は、糸根公園と青年の家をスマイルエイジングパークとして一体的
に整備するため、糸根公園整備基本計画を策定した。

須恵健康公園、江汐公園、糸根公園、厚狭川
河畔寝太郎公園ゆめ広場

健康遊具の設置及びウォーキング用園路の改
修

運動習慣のきっかけづくりと健康寿命の延伸

事業期間 R2 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

寝太郎公園ゆめ広場

支出内訳

工事請負費 2,300千円 工事請負費

12,328千円 8,117千円 13,133千円

県支出金 ※１　1/2 2,600千円 ※１　1/2 2,846千円

国庫支出金

6,636千円

地方債 75% 5,500千円

12,328千円 8,117千円 13,133千円

0.55人 3,329千円

総経費 14,648千円 10,430千円

人工数 人件費 0.40人 2,320千円 0.40人 2,313千円

1 2 1

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 健康遊具設置公園数 活動 1 1 1

100.0% 100.0%

計画策定

100.0％

計画策定
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3

2 スマイルエイジングパーク整備基本計画の策定 活動
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R4年度　事務事業評価シート

3 17 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

11,592千円

0.0%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

都市計画課 都市整備係 事務事業番号 217010108

事業区分

政策的

スマイルエイジング

9,696千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

調査設計委託料 4,624千円

立木伐採委託料 1,078千円 繰越明許 工事請負費

小項目（基本事業）

都市基盤 公園・緑地の整備・保全 都市公園の整備と管理

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 緊急自然災害防止対策事業債：充当率100％、交付税措置率70％

被災した本山岬公園の法面復旧工事が完了し、令和4年10月下旬からくぐり岩を見に行くことができるようになっ
た。

令和5年度から産業観光バスツアーでくぐり岩を組み込んでいく予定である。
トイレ、駐車場の整備については、他事業とのスケジュールにも配慮しつつ、事業の実施時期については検討す
る。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源 524千円

9,600千円

96千円

地域活性化 90% 4,100千円 緊急自然災害 100%

その他 ふるさと支援基金 1,078千円

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

都市公園維持管理事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

8 本山岬公園（くぐり岩）整備事業

事
業
概
要

くぐり岩で注目を集めている本山岬公園について、今後増加していくことが見
込まれる観光客に対応するため、トイレの更新、市道の拡幅、大型バスが駐
車可能な駐車場の整備等を計画的に行う予定である。
令和3年8月14日豪雨の影響により、本山岬先端部の展望広場の法面が一
部崩落したため、復旧工事を実施した。

本山岬公園

トイレの更新、市道の拡幅や大型バスが駐車
可能な駐車場の整備、崩落した法面の対策を
行う

観光客誘致及び快適な公園環境向上の促進

事業期間 R2 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

1,078千円 4,624千円 9,696千円

県支出金

国庫支出金

地方債

1,078千円 4,624千円 9,696千円

0.30人 1,896千円

総経費 2,586千円 6,359千円

人工数 人件費 0.26人 1,508千円 0.30人 1,735千円

1 1 1

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 観光ツアー誘致回数 活動

1

0 0 0

0.0% 0.0%

38

3

2
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